
和歌山県教育委員会

調査
概要

国語，数学の状況 和歌山県（公立）の平均正答率と全国（公立）の平均正答率との比較

★学校では

★生徒たちは

授業で自分の考えを話したり書いたりする場面や、学習内容を普段の生活で活用
しようとする場面における生徒の意識が、全国と比べてやや低い傾向にあります。

学力向上に関して・・・ 学校質問紙と生徒質問紙調査の結果からみえることは
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学校質問紙は95項目、生徒質問紙は75項目の質問事項があ
ります。和歌山県全体の詳しい結果は
http://www.nier.go.jp/08chousakekka/index.htm をご覧くだ

さい。

このリーフレットのデータは、文部科学省が平成20年8月29日に公表した資料に基づいています。

和歌山県の
子どもたちの状況

平成20年度全国学力・学習状況調査等結果から

数学Ａにおいて、全国の平均正答率を1.2％上回っていますが、他では下回っています。数学に比べて国
語において、「知識」に関する問題に比べて「活用」に関する問題において、それぞれの平均正答率が、全
国の平均正答率に比べて低い傾向にあります。

国語,「活用」に関する問題
に課題があります。

今回の調査結果で測定できるのは、学校や生活のほんの一部です。ここにあげた事例が、どの子どもにも当てはまるとは限りません。しかし、子ど
もたちの学力の向上を図り、生活習慣をよりよくしていくための大切な手がかりがありそうです。なお、全国と和歌山県の詳しい調査結果をご覧
になりたい方は、文部科学省の次のwebページにアクセスしてください。（http://www.nier.go.jp/08chousakekka/index.htm）

より良い生活習慣の確立を！

学校・家庭・地域で
規範意識を高めましょう！
学校・家庭・地域で
規範意識を高めましょう！

学習習慣を見直しましょう！

より良い生活習慣の確立を！

学習習慣を見直しましょう！

携帯電話、ほんとうに必要ですか？携帯電話、ほんとうに必要ですか？ 「携帯電話で通話やメールをしていますか」
への回答と学力調査結果の関係

見えてきませんか？「学力」と「生活」の深い関係！
教科と生徒質問紙結果をクロス分析してみると・・・

全国平均と比べると、「している」と回答している生徒
が少ない傾向にあります。

この項目の他に、朝食をきちんと食べることや、早寝早
起きの習慣など、生活習慣を整えることが、学力と深く
関係していることが確かめられています。

和歌山県の中学生の携帯電話の利用状況は、全国平均と
ほとんど差がありません。

学力調査結果との関連では、すべての教科において正答
数が多い生徒ほど、「全く、または、ほとんどしていな
い」「携帯電話を持っていない」と回答している割合が
高くなっています。

全国平均と比べると、「あてはまる」と回答している
生徒が少ない傾向にあります。

この項目の他に、きちんと挨拶ができること、約束を
守るなど、社会の一員として規範意識を高めることも
大切です。

学力調査結果との関連では、すべての教科に
おいて正答数が多い生徒ほど、「している」
と回答している割合が高くなっています。

学校の授業時間以外の勉強時間は、全国平均
とほとんど差がありません。しかし、休日の
学習時間や読書時間はやや短く、テレビを見
たりゲームをしたりする時間がやや長い傾向
にあります。

学力調査結果との関連では、すべての教科にお
いて正答数が多い生徒ほど、「あてはまる」と
回答している割合が高くなっています。

調査日 　 平成20年4月２２日（火） 対象 中学校3年生
調査内容 ① 教科に関する調査（国語、数学）　Ａ：主として「知識」に関する問題　Ｂ：主として「活用」に関する問題
　　　　　　　② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

中学校版和歌山県の
子どもたちの状況

多くの学校で、調査結果を分析し、具体的
な教育指導の改善に活用しています。ま
た、約半数の学校で、前年度の調査問題
を授業の中で活用しています。

86.1 13.9

12.8 35.7 35.6 15.4

15.6 39.939.9 32.7 11.5

19.3 48.3 26.8 5.5

9.1 21.0 39.6 29.5

10.9 23.7 39.9 25.0

12.0 29.2 40.5 18.1

19.3

9.1 21.0 39.6 29.5

10.9 23.7 39.9 25.0

12.0 29.2 40.5 18.1

82.9 16.8

98.5

54.0

39.2

84.1

46.0

60.5

15.2

12.8 35.7 35.6 15.4

15.6 32.7 11.5

48.3 26.8 5.554.0

39.2

84.1

46.0

60.5

15.2

1.5

86.1 13.9

82.9 16.8

98.5 1.5

32.7

41.8

46.2 46.6 6.3 0.9

45.6 10.5 2.0

48.4 16.1 2.732.7

55.9

64.4 18.9 10.6 6.0

74.7 14.9 7.2 3.2

21.3 15.0 7.755.9

64.4 18.9 10.6 6.0

74.7 14.9 7.2 3.2

21.3 15.0 7.7

41.8

46.2 46.6 6.3 0.9

45.6 10.5 2.0

48.4 16.1 2.7

http://www.nier.go.jp/08chousakekka/index.htm


                            

                                                 

平成２０年度全国学力・学習状況調査

　　　　　　　　　 国語Ａ（知識に関する問題）

80.1
77.1

55.2

71.0

75.2

51.7

70.1

73.6

0 20 40 60 80 100

 言語事項

 読むこと

 書くこと

 話すこと

・聞くこと

内
容
領
域

平均正答率（％）

和歌山県

全国

和歌山県

全国

和歌山県

全国

国語

平成２０年度全国学力・学習状況調査

　　　　　　　　　 国語Ｂ（活用に関する問題）

60.5

60.8

46.7

53.7

57.0

41.3

0 20 40 60 80 100

 言語事項

 読むこと

 書くこと

内
容
領
域

平均正答率（％）

和歌山県

全国

 

 

数学

学校でのアプローチ学校でのアプローチ

　子どものことばの力を高めるためには、「読む」機会や「聞く」機会を増やし、書き手や話し手の意図を理
解したうえで、自分の考えを書いたり話したりすることが大切です。家庭や地域社会においては、子どもの生
活に関心を持ち、読んだことや聞いたことをもとに子どもと会話する機会を多く持ちましょう。
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課題があります 課題があります 

 

 

県正答率 11.0％ 県無解答率65.5％ 

！！

 知識や技能を活用できていますか？

じっくり問題に取り組んでいますか？

○インタビューの展開を考えて、適切な質問をする。
○文脈に即して漢字を正しく読む。
○文のまとまりをつかんで古文を読んだり、歴史的仮名遣
　いを現代仮名遣いに直して読む。 

○論理の展開に着目し、評価・批評する。
○資料に書かれている情報の中から必要な内容を選び、伝
　えたい事柄が明確に伝わるように書く。
○表現に注意しながら文章を読み、読み取った内容を条件
　に合った表現に直して書く。 
○読み取った情報を根拠として示しながら、自分の立場を
　明確にして意見を書く。

○数学Ａ・Ｂともに、「数と式」「図形」の内容領域に
　おいて、県平均正答率が全国平均正答率を上回って
　います。
○数学Ａでは、県正答率が全国正答率を上回る問題が
　多くあります。
　・点対称な図形を完成する問題
　・数量の関係が比例になるものを選ぶ問題  など

○数学Ｂでは、県正答率が全国正答率を下回る問題が
　多くあります。
　・数量の関係を的確にとらえ考察する問題
　・事象を式の意味に即して解釈する問題   など
○数学Ｂでは、県無解答率が全国無解答率を上回る問
　題がほとんどです。
　・問題解決の方法を数学的に説明する問題
　・発展的に考え予想した事柄を説明する問題 など

家庭や地域社会でのアプローチ 書く習慣　読む習慣が重要！
なんと、約３人に２人が無解答

概ね良好です！

課題があります！

概ね良好です！

課題があります！

　平成２０年度全国学力・学習状況調査

数学A（知識に関する問題）

平成２０年度全国学力・学習状況調査

数学B（活用に関する問題）
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を
高
め
ま
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様々な本や新聞、説
明書やイラスト等の
資料をたくさん読みま
しょう。

日記や手紙などを書い
たり、家族や地域の人と
挨拶したり話したりし
ましょう。

平成20年度全国学力・学習状況調査
　国語Ｂの問題から 

「書くこと」
「読むこと」に課題
があります。

問題文が長くて 
何が書かれているのか
よく分からないよ～

説明ってどう書けば
いいのかなぁ 

平成20年度全国学力・学習状況調査
　国語Ｂの問題から 

平成20年度全国学力・学習状況調査　 数学Ｂの問題から 平成20年度全国学力・学習状況調査　 数学Ｂの問題から 

　長く複雑な問題や説明、証明などの記述問
題になると、無解答率が高くなります。
　長く複雑な問題では、必要な情報を取り出
し、分類・整理することが大切です。
　また、課題解決のためには、見通しをもち、
筋道を立てて考える必要があります。
　じっくり問題に取り組む機会をつくり、自
分の考えを数学的な表現を用いてまとめた
り、説明し伝え合ったりする活動を多く取り
入れましょう。

　数学的な知識や技能を身に付けることは、
もちろん大切です。
　しかし、それらを身に付けるだけではな
く、日常生活の様々な場面で活用できるかど
うかが重要なのではないでしょうか。
　活用することができてこそ、数学のよさや
楽しさを実感することができるのです。 
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語において、「知識」に関する問題に比べて「活用」に関する問題において、それぞれの平均正答率が、全
国の平均正答率に比べて低い傾向にあります。

国語,「活用」に関する問題
に課題があります。

今回の調査結果で測定できるのは、学校や生活のほんの一部です。ここにあげた事例が、どの子どもにも当てはまるとは限りません。しかし、子ど
もたちの学力の向上を図り、生活習慣をよりよくしていくための大切な手がかりがありそうです。なお、全国と和歌山県の詳しい調査結果をご覧
になりたい方は、文部科学省の次のwebページにアクセスしてください。（http://www.nier.go.jp/08chousakekka/index.htm）

より良い生活習慣の確立を！

学校・家庭・地域で
規範意識を高めましょう！
学校・家庭・地域で
規範意識を高めましょう！

学習習慣を見直しましょう！

より良い生活習慣の確立を！

学習習慣を見直しましょう！

携帯電話、ほんとうに必要ですか？携帯電話、ほんとうに必要ですか？ 「携帯電話で通話やメールをしていますか」
への回答と学力調査結果の関係

見えてきませんか？「学力」と「生活」の深い関係！
教科と生徒質問紙結果をクロス分析してみると・・・

全国平均と比べると、「している」と回答している生徒
が少ない傾向にあります。

この項目の他に、朝食をきちんと食べることや、早寝早
起きの習慣など、生活習慣を整えることが、学力と深く
関係していることが確かめられています。

和歌山県の中学生の携帯電話の利用状況は、全国平均と
ほとんど差がありません。

学力調査結果との関連では、すべての教科において正答
数が多い生徒ほど、「全く、または、ほとんどしていな
い」「携帯電話を持っていない」と回答している割合が
高くなっています。

全国平均と比べると、「あてはまる」と回答している
生徒が少ない傾向にあります。

この項目の他に、きちんと挨拶ができること、約束を
守るなど、社会の一員として規範意識を高めることも
大切です。

学力調査結果との関連では、すべての教科に
おいて正答数が多い生徒ほど、「している」
と回答している割合が高くなっています。

学校の授業時間以外の勉強時間は、全国平均
とほとんど差がありません。しかし、休日の
学習時間や読書時間はやや短く、テレビを見
たりゲームをしたりする時間がやや長い傾向
にあります。

学力調査結果との関連では、すべての教科にお
いて正答数が多い生徒ほど、「あてはまる」と
回答している割合が高くなっています。

調査日 　 平成20年4月２２日（火） 対象 中学校3年生
調査内容 ① 教科に関する調査（国語、数学）　Ａ：主として「知識」に関する問題　Ｂ：主として「活用」に関する問題
　　　　　　　② 生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査

中学校版和歌山県の
子どもたちの状況

多くの学校で、調査結果を分析し、具体的
な教育指導の改善に活用しています。ま
た、約半数の学校で、前年度の調査問題
を授業の中で活用しています。
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